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１

　

ニ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
島
南
岸
の
ム
ン
ダ
に
最
初
の
空
襲
警

報
が
鳴
り
響
い
た
の
は
、
昭
和
一
七
年
七
月
八
日
の
早
朝
だ

っ
た
。

　

ム
ン
ダ
の
水
上
機
基
地
に
配
備
さ
れ
て
い
る
第
一
六
航
空

隊
の
零
式
水
上
偵
察
機
と
零
式
観
測
機
が
、
定
期
哨

し
ょ
う

戒か
い

飛

行
に
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
た
矢や

先さ
き

だ
。

「
伝
令
！
」

　

航
空
隊
本
部
か
ら
、
司
令
付
の
高た

か

桑く
わ

四し

郎ろ
う

二
等
水
兵
が
叫

び
な
が
ら
駆
け
て
来
た
。

「
ガ
ッ
カ
イ
南
監
視
所
よ
り
緊
急
信
。『
敵
機
約
三
〇
、〈
ム

ン
ダ
〉ニ
向
カ
フ
。
敵
高
度
三サ

ン

〇マ
ル（

三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）』！
」

　

ガ
ッ
カ
イ
島
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
島
の
南
東
端
沖
に

位
置
す
る
小
島
だ
。
日
本
軍
が
ニ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
島
を
占せ

ん

領り
ょ
うし
た
直
後
に
、
二
箇
所
の
監
視
所
を
設
け
て
い
る
。

「
一
六
空
全
機
、
直た

だ

ち
に
離
水
！
」

　

飛
行
長
宮み

や

田た

節せ
つ

夫お

少
佐
が
、
血け

っ

相そ
う

を
変
え
て
叫
ん
だ
。

　

ガ
ッ
カ
イ
南
監
視
所
か
ら
ム
ン
ダ
ま
で
は
、
約
四
五
浬カ

イ
リ。

　

敵
機
は
、
一
五
分
ほ
ど
で
来
襲
す
る
。

「
も
や
い
綱づ

な

解と

け
。
急
げ
！
」

　

整
備
長
の
穴あ

な

山や
ま

幸こ
う

太た

大
尉
が
下か

令れ
い

し
、
各
機
に
取
り
付
い

て
い
た
整
備
員
が
、
零
式
水
上
偵
察
機
と
零
式
観
測
機
を
桟さ

ん

橋ば
し

に
繋け

い

留り
ゅ
うし
て
い
た
ロ
ー
プ
を
解
く
。

　

暖
機
運
転
を
終
え
た
零
式
水
偵
が
エ
ン
ジ
ン
・
ス
ロ
ッ
ト

ル
を
開
き
、
水
面
上
を
滑
走
す
る
。

　

一
機
ま
た
一
機
と
離
水
し
、
北
西
に
向
け
て
飛
び
去
っ
て

ゆ
く
。

「
三
、
四
中
隊
は
敵
機
を
迎
撃
す
る
。
離
水
後
は
、
三サ

ン

〇マ
ル

ま

で
上
昇
し
ろ
！
」

　

宮
田
が
新
た
な
命
令
を
発
し
た
。

　

第
三
中
隊
は
、
零
式
観
測
機
で
編
成
さ
れ
た
部
隊
だ
。
一

六
空
が
ム
ン
ダ
に
配
備
さ
れ
た
当
初
は
六
機
だ
け
だ
っ
た
が
、

六
月
一
六
日
の
サ
ン
タ
イ
サ
ベ
ル
沖
海
戦
後
に
第
四
中
隊
が

増
援
さ
れ
、
現
在
は
二
個
中
隊
一
二
機
と
な
っ
て
い
る
。
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「
無む

茶ち
ゃ

な
命
令
に
も
ほ
ど
が
あ
る
な
」

　

第
三
中
隊
二
番
機
の
機
長
と
操
縦
員
を
兼
任
す
る
稲い

な

垣が
き

昭し
ょ
う

平へ
い

兵
曹
長
は
頭
を
左
右
に
振
っ
た
。

　

零
式
観
測
機
、
略
称
「
零ぜ

ろ

観か
ん

」
は
、
艦
隊
戦
時
の
弾
着
観

測
を
主
目
的
に
設
計
さ
れ
た
水
上
機
で
、
開
戦
の
前
年
、
昭

和
一
五
年
に
制
式
化
さ
れ
た
。

　

複ふ
く

葉よ
う

と
い
う
、
一い

っ

見け
ん

時
代
に
逆

ぎ
ゃ
っ

行こ
う

す
る
よ
う
な
形
式
を

採
用
し
て
い
る
が
、
上
昇
力
と
運
動
性
能
が
優す

ぐ

れ
て
お
り
、

機
首
に
七
・
七
ミ
リ
固
定
機
銃
二
丁
、
偵
察
員
席
に
七
・
七

ミ
リ
旋
回
機
銃
一
丁
を
装
備
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
弾
着
観
測
の
任
務
中
に
襲
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う

敵
戦
闘
機
を
、
自
力
で
排
除
す
る
た
め
だ
。

　

海
軍
上
層
部
が
、
零
式
水
偵
と
共
に
零
観
を
ム
ン
ダ
に
配

備
し
た
の
は
、
飛
行
場
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
上
空
を
守

ら
せ
よ
う
と
意い

図と

し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
零
観
の
空
戦
能
力
は
、
あ
く
ま
で
自
衛
が
目
的
だ
。

　

圧
倒
的
多
数
の
敵
機
と
戦
い
、
撃
退
す
る
な
ど
、
零
観
の

能
力
を
超
え
て
い
る
。

「
や
る
っ
き
ゃ
ね
え
」

　

稲
垣
は
両
手
で
顔
を
叩た

た

き
、
自
身
に
気
合
い
を
入
れ
た
。

　

第
三
中
隊
長
石い

し

川か
わ

秀し
ゅ
う

一い
ち

中
尉
の
機
体
が
滑
走
を
開
始
す

る
。
三み

つ

菱び
し

「
瑞ず

い

星せ
い

」
一
三
型
エ
ン
ジ
ン
が
フ
ル
・
ス
ロ
ッ
ト

ル
の
爆
音
を
轟と

ど
ろか
せ
、
胴
体
下
の
単
フ
ロ
ー
ト
が
飛し

ぶ
き沫
を
上

げ
る
。

　

中
隊
長
機
が
離
水
し
た
と
き
に
は
、
稲
垣
機
も
ロ
ー
プ
を

解
か
れ
、
滑
走
を
始
め
て
い
る
。

　

二
枚
の
主
翼
が
風
を
一
杯
に
は
ら
み
、
胴
体
下
の
フ
ロ
ー

ト
が
水
面
か
ら
離
れ
る
。

　

稲
垣
機
は
機
首
を
上
向
け
、
中
隊
長
機
に
続
い
て
高
度
を

上
げ
て
ゆ
く
。

「
三
番
機
離
水
。
四
番
機
滑
走
中
」

　

偵
察
員
席
に
座
る
秋あ

き

場ば

九く

郎ろ
う

二
等
飛
行
兵
曹
が
、
僚

り
ょ
う

機き

の
動
き
を
報
告
す
る
。

　

ち
ら
と
右
方
に
目
を
や
る
と
、
零
式
水
偵
が
基
地
を
背
に

し
て
飛
び
去
っ
て
ゆ
く
様
子
が
見
え
る
。

　

零
式
水
偵
は
、
戦
闘
機
に
は
勝
ち
目
が
な
い
。
襲
わ
れ
た
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ら
逃
げ
回
る
し
か
な
い
。

　

一
六
空
司
令
の
山や

ま

内う
ち

幸ゆ
き

彦ひ
こ

中
佐
は
、
第
一
、
第
二
中
隊
に

避ひ

退た
い

を
命
じ
た
の
だ
ろ
う
。

（
二
、
四
中
隊
は
助
か
る
ま
い
）

　

稲
垣
は
、
搭
乗
割
を
思
い
浮
か
べ
た
。

　

こ
の
日
の
予
定
で
は
、
第
一
中
隊
が
定
期
哨
戒
飛
行
の
担

当
、
第
二
中
隊
は
機
体
の
整
備
と
な
っ
て
い
た
。

　

二
中
隊
の
水
偵
は
、
直
ち
に
離
水
で
き
る
状
態
で
は
な
い
。

　

四
中
隊
の
零
観
も
、
事
情
は
同
じ
だ
。

　

迎
撃
に
当
た
る
の
は
、
三
中
隊
の
六
機
だ
け
と
な
る
。

（
無
理
に
発
進
さ
せ
な
い
で
く
れ
）

　

宮
田
飛
行
長
が
搭
乗
員
の
命
を
優
先
す
る
よ
う
、
稲
垣
は

祈
っ
た
。

「
高
度
一ヒ

ト

〇マ
ル

（
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
…
…
一ヒ

ト

二フ
タ

…
…
一ヒ

ト

四ヨ
ン

…
…
」

　

高
度
計
が
示
す
数
字
を
、
偵
察
員
席
の
秋
場
二
飛
曹
が
伝

え
て
来
る
。

　

数
字
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
島
や

レ
ン
ド
バ
島
が
小
さ
く
、
遠
く
な
っ
て
ゆ
く
。

　

二
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
上
昇
し
た
と
こ
ろ
で
、
敵
機
の

姿
が
視
界
に
入
り
始
め
た
。

　

酒さ
か

樽だ
る

に
、
翼
を
生
や
し
た
よ
う
な
形
状
だ
。

　

グ
ラ
マ
ン
Ｆ
４
Ｆ
〝
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ト
〞。
米
海
軍
の

主
力
艦
上
戦
闘
機
だ
。
何
度
も
日
本
機
と
銃
火
を
交
え
て
お

り
、
零
戦
の
好こ

う

敵て
き

手し
ゅ

と
な
っ
て
い
る
。

　

敵
も
零
観
の
姿
を
認
め
た
の
だ
ろ
う
、
一
〇
機
前
後
が
編

隊
か
ら
離
れ
、
降
下
し
て
来
る
。

　

零
観
一
機
に
つ
き
、
Ｆ
４
Ｆ
二
機
が
当
た
る
格か

っ

好こ
う

だ
。

　

複
葉
の
水
上
機
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
舐な

め
て
か
か
る
つ
も

り
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

「
後
方
の
敵
機
だ
け
を
狙ね

ら

え
。
前
方
は
気
に
す
る
な
」

「
了
解
。
背
中
は
任
せ
て
下
さ
い
」

　

稲
垣
の
指
示
に
、
秋
場
は
落
ち
着
い
た
声
で
返
答
し
た
。

　

怯お
び

え
た
り
、
焦あ

せ

っ
た
り
す
る
様
子
は
な
い
。
既
に
腹
を
く

く
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

Ｆ
４
Ｆ
が
、
急
速
に
距
離
を
詰
め
て
来
る
。
丸
っ
こ
い
機



日本海軍 零式観測機

　日本海軍が運用する観測機。主に戦艦に搭載され、弾着観測と偵察を
担当する。一見すると旧式に思える複葉機だが、胴体は全金属製のセミ・
モノコック構造で、主翼のあいだの張り線や支柱を極力なくすなど、空
力的に洗練された機体である。
　抜群の安定性と高い運動性を併せ持つ万能機として、基地航空隊でも
使用され、水上戦闘機としての戦果も多数報告されている。

全長 9.5m
翼幅 11.0m
全備重量 2,550kg
発動機 三菱「瑞星」一三型 800馬力
最大速度 370km/時
兵装 7.7mm機銃×2丁（機首固定）／7.7mm機銃×1丁（後方旋回）
 60kg爆弾×2（最大）
乗員数 2名
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首
や
中
翼
配
置
の
主
翼
が
膨ふ

く

れ
上
が
る
。

　

敵
一
番
機
の
両
翼
に
発
射
炎
が
閃ひ

ら
め
く
寸
前
、
稲
垣
は
操そ

う

縦じ
ゅ
う

桿か
ん

を
大
き
く
左
に
倒
し
た
。

　

目
の
前
の
Ｆ
４
Ｆ
が
右
に
流
れ
、
零
観
は
左
に
傾
い
た
ま

ま
高
度
を
下
げ
た
。

　

右
上
方
で
、
青
白
い
火か

箭せ
ん

が
空
を
切
る
。

「
グ
ラ
マ
ン
二
機
、
追
っ
て
来
ま
す
。
左
後
ろ
上
方
！
」

　

秋
場
が
警
告
を
発
し
た
。

　

稲
垣
は
、
今
度
は
操
縦
桿
を
右
に
倒
し
た
。

　

左
に
旋
回
し
つ
つ
、
高
度
を
下
げ
て
い
た
零
観
が
右
に
傾

斜
す
る
。
翼
面
荷
重
の
小
さ
な
複
葉
機
が
、
小
さ
な
円え

ん

弧こ

を

描
き
つ
つ
降
下
し
て
行
く
。

「
グ
ラ
マ
ン
、
右
後
方
！
」

「
こ
な
く
そ
！
」

　

稲
垣
は
、
操
縦
桿
を
左
に
倒
す
。

　

Ｆ
４
Ｆ
が
発
砲
し
た
の
だ
ろ
う
、
青
白
い
火
箭
が
右
方
を

通
過
し
、
下
方
へ
と
消
え
る
。

　

左
旋
回
に
入
っ
た
零
観
に
、
Ｆ
４
Ｆ
二
機
が
食
い
下
が
る
。

　

旋
回
半
径
は
零
観
の
方
が
小
さ
い
が
、
速
度
性
能
は
Ｆ
４

Ｆ
が
圧
倒
的
に
上
だ
。
零
観
の
逃
げ
道
を
塞ふ

さ

ご
う
と
す
る
よ

う
に
、
円
弧
の
外
側
か
ら
回
り
込
む
。

　

稲
垣
は
、
操
縦
桿
を
大
き
く
右
に
倒
し
た
。
同
時
に
、
右

フ
ッ
ト
バ
ー
を
軽
く
踏
ん
だ
。

　

零
観
が
横
転
し
、
右
の
翼
端
を
先
に
し
て
降
下
に
入
る
。

「
グ
ラ
マ
ン
来
ま
す
！ 

距
離
〇マ

ル

四ヨ
ン

（
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

…
…
〇マ

ル

三サ
ン

…
…
〇マ

ル

二フ
タ

…
…
」

　

秋
場
が
緊
張
し
た
声
で
報
告
す
る
。

「
〇マ

ル

一ヒ
ト

！
」

　

の
叫
び
声
を
聞
く
や
、
稲
垣
は
操
縦
桿
を
目め

一い
っ

杯ぱ
い

手
前
に

引
い
た
。

　

零
観
が
引
き
起
こ
し
に
か
か
り
、
下
向
き
の
遠
心
力
が
、

稲
垣
と
秋
場
の
肉
体
を
締
め
上
げ
る
。

「
グ
ラ
マ
ン
、
前
下
方
！
」

　

秋
場
が
、
敵
機
の
位
置
を
報
告
し
た
。

　

肩か
た

透す

か
し
の
目も

く

論ろ

見み

が
図
に
当
た
り
、
Ｆ
４
Ｆ
は
零
観
の

下
方
へ
と
降
下
し
た
。
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稲
垣
機
は
、
初
め
て
高
度
上
の
優
位
を
占
め
た
の
だ
。

　

稲
垣
は
、
操
縦
桿
を
前
方
に
押
し
込
ん
だ
。

　

Ｆ
４
Ｆ
二
番
機
の
後
ろ
上
方
か
ら
突
進
し
た
。

　

照
し
ょ
う

準じ
ゅ
ん

器き

の
白
い
環わ

が
、
Ｆ
４
Ｆ
の
尾
部
を
捉と

ら

え
る
。

　

発
射
把は

柄へ
い

を
握
る
や
、
目
の
前
に
発
射
炎
が
閃
き
、
二
条

の
細
い
火
箭
が
ほ
と
ば
し
る
。

　

機
首
二
丁
の
七
・
七
ミ
リ
固
定
機
銃
だ
。
零
戦
の
二
〇
ミ

リ
機
銃
、
米
戦
闘
機
の
一
二
・
七
ミ
リ
機
銃
に
比
べ
れ
ば
力

不
足
だ
が
、
当
た
り
ど
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
撃
墜
で
き
る
。

　

針
の
よ
う
な
火
箭
は
、
狙
い
過あ

や
また
ず
Ｆ
４
Ｆ
の
尾
部
に
突

き
刺
さ
っ
た
。
左
の
水
平
尾
翼
か
ら
、
細
長
い
も
の
が
ち
ぎ

れ
飛
ん
だ
。

　

Ｆ
４
Ｆ
は
、
大
き
く
よ
ろ
め
い
た
。

　

泥で
い

酔す
い

者し
ゃ

の
よ
う
に
、
右
に
、
左
に
と
ふ
ら
つ
き
な
が
ら
離

脱
し
た
。

　

稲
垣
の
射
弾
は
、
左
の
昇

し
ょ
う

降こ
う

舵だ

を
吹
き
飛
ば
し
た
の
だ
。

　

Ｆ
４
Ｆ
の
一
番
機
が
反
転
し
、
稲
垣
機
に
向
か
っ
て
来
る
。

猛た
け

々だ
け

し
い
爆
音
は
、
怒
り
の
咆ほ

う

哮こ
う

の
よ
う
だ
。

「
複
葉
の
水
上
機
ご
と
き
が
生な

ま

意い

気き

な
」

　

そ
ん
な
叫
び
声
が
聞
こ
え
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

稲
垣
は
再
び
、
操
縦
桿
を
左
に
倒
し
た
。

　

零
観
が
左
に
旋
回
し
つ
つ
降
下
し
、
敵
機
の
火
箭
が
右
の

翼
端
付
近
を
通
過
す
る
。

　

Ｆ
４
Ｆ
が
、
機
体
を
大
き
く
倒
す
。

　

急
角
度
の
水
平
旋
回
を
か
け
、
稲
垣
機
を
追
っ
て
来
る
。

　

稲
垣
は
操
縦
桿
を
不
規
則
に
、
左
右
に
倒
す
。

　

零
観
は
右
に
、
左
に
と
旋
回
を
繰
り
返
し
、
一
二
・
七
ミ

リ
弾
の
火
箭
に
空
を
切
ら
せ
る
。

　

敵
弾
は
右
、
あ
る
い
は
左
の
翼
端
付
近
を
通
過
す
る
が
、

直
撃
は
な
い
。
稲
垣
機
は
、
紙か

み

一ひ
と

重え

の
と
こ
ろ
で
Ｆ
４
Ｆ
の

射
弾
を
か
わ
し
て
い
る
。

　

ム
ン
ダ
沖
の
海
面
が
、
間
近
に
迫
っ
た
。
稲
垣
機
は
、
着

水
寸
前
の
低
空
ま
で
降
下
し
た
の
だ
。

　

Ｆ
４
Ｆ
が
、
な
お
も
射
弾
を
浴
び
せ
て
来
る
。
海
面
に
突

き
刺
さ
っ
た
射
弾
が
、
線
状
の
飛
沫
を
上
げ
る
。

　

後
席
か
ら
、
機
銃
の
連
射
音
が
届
く
。
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秋
場
が
、
七
・
七
ミ
リ
旋
回
機
銃
で
反
撃
し
て
い
る
の
だ
。

　

七
・
七
ミ
リ
機
銃
は
元
々
非ひ

力り
き

な
上
、
上
方
に
向
け
て
射

撃
し
て
い
る
た
め
、
銃
弾
の
威
力
は
減げ

ん

殺さ
い

さ
れ
て
い
る
。
命

中
し
て
も
、
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。

　

せ
め
て
牽け

ん

制せ
い

に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
、
と
稲
垣
は
願
っ
た
。

　

Ｆ
４
Ｆ
の
銃
撃
は
、
唐
突
に
止
ん
だ
。

「
命
中
！
」

　

秋
場
の
快か

い

哉さ
い

の
声
が
、
伝で

ん

声せ
い

管か
ん

を
通
じ
て
伝
わ
っ
た
。

　

稲
垣
は
、
咄と

っ

嗟さ

に
後
ろ
上
方
を
見
た
。

　

Ｆ
４
Ｆ
が
、
白
煙
を
引
き
な
が
ら
よ
ろ
め
い
て
い
る
。

　

エ
ン
ジ
ン
出
力
が
低
下
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
速
度
が
低

下
し
、
高
度
も
下
が
っ
て
い
る
。

　

秋
場
が
放
っ
た
七
・
七
ミ
リ
の
射
弾
が
カ
ウ
リ
ン
グ
を
貫

通
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
傷
つ
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
た
。

　

ほ
ど
な
く
、
秋
場
が
「
一
機
撃
墜
！
」
と
叫
ん
だ
。

　

Ｆ
４
Ｆ
は
再
び
上
昇
に
転
じ
る
こ
と
は
な
く
、
海
面
に
突

っ
込
ん
だ
の
だ
。

（
基
地
は
ど
う
な
っ
た
？
）

　

稲
垣
は
肝
心
な
こ
と
を
思
い
出
し
、
ム
ン
ダ
の
水
上
機
基

地
を
見
た
。

　

ど
す
黒
い
火
災
煙
が
目
に
入
っ
た
。

「
や
ら
れ
た
か
…
…
」

　

稲
垣
は
呻う

め

き
声
を
漏も

ら
し
た
。

　

三
〇
機
も
の
敵
戦
闘
機
を
、
複
葉
の
水
上
機
六
機
で
防
ぎ

切
れ
る
道ど

う

理り

が
な
い
。
こ
う
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
最
初

か
ら
分
か
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
で
も
、
炎
上
す
る
基
地
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る

と
、
平
静
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
と
き
に
は
、
爆
音
が
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
る
。

　

ム
ン
ダ
攻
撃
を
終
え
た
敵
が
引
き
上
げ
つ
つ
あ
る
の
だ
。

　

稲
垣
機
の
周
囲
に
、
二
機
の
零
観
が
降
下
し
て
来
る
。

　

永な
が

江え

健け
ん

作さ
く

二
等
飛
行
兵
曹
が
操
る
三
番
機
と
、
新し

ん

宮ぐ
う

三さ
ぶ

郎ろ
う

一
等
飛
行
兵
曹
が
操
る
第
二
小
隊
の
二
番
機
だ
。

　

他
に
、
友
軍
機
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

迎
撃
に
当
た
っ
た
零
観
六
機
は
、
石
川
第
三
中
隊
長
の
機

体
も
含
め
、
三
機
を
失
っ
た
の
だ
。
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「
一
六
空
本
部
よ
り
受
信
。『
残
存
機
ハ
〈
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン

ド
〉
ニ
避
退
セ
ヨ
』
と
命
じ
て
い
ま
す
」

　

秋
場
が
報
告
し
た
。

　

シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
島
は
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
の
南
岸
沖
に

浮
か
ぶ
小
島
だ
。
こ
の
三
月
、
日
本
軍
が
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島

に
進
出
し
た
と
き
、
水
上
機
の
基
地
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　

当
面
は
ム
ン
ダ
か
ら
後
退
し
、
新
た
な
命
令
を
待
て
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

稲
垣
は
、
燃
料
計
を
見
た
。

　

ま
だ
、
六
割
ほ
ど
が
残
っ
て
い
る
。
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
ま

で
は
、
何
と
か
飛
べ
そ
う
だ
。

「
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
向
か
う
。『
我
ニ
続
ケ
』
と
各
機
に

打
電
せ
よ
」

　

稲
垣
は
秋
場
に
命
じ
た
。

　

残
存
す
る
三
中
隊
搭
乗
員
の
中
で
は
、
稲
垣
が
最
上
級
者

だ
。
部
下
を
、
安
全
な
場
所
に
避
退
さ
せ
る
責
任
が
あ
る
。

「『
目
標
〈
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
〉。
我
ニ
続
ケ
』
と
各
機
に
打

電
し
ま
す
」

　

秋
場
が
復ふ

く

唱し
ょ
うを

返
し
た
。

　

稲
垣
は
、
操
縦
桿
を
手
前
に
引
い
た
。

　

零
観
が
上
昇
に
転
じ
、
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
島
が
あ
る
北
西

に
機
首
を
向
け
た
。２

　

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
は
、
北
側
に
チ
ョ
イ
セ
ル
島
、
サ
ン
タ
イ

サ
ベ
ル
島
、
フ
ロ
リ
ダ
島
、
マ
ラ
イ
タ
島
が
、
南
側
に
ベ
ラ・

ラ
ベ
ラ
島
、
ニ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
島
、
ラ
ッ
セ
ル
島
、
ガ
ダ

ル
カ
ナ
ル
島
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
連
な
る
。

　

北
部
諸
島
と
南
部
諸
島
の
間
に
形
成
さ
れ
た
水
路
を
、
連

合
軍
は
「
溝

ザ
・
ス
ロ
ッ
ト」

と
呼
称
す
る
。

　

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
北
西
端
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
か
ら
、
南
東

端
の
サ
ン
ク
リ
ス
ト
バ
ル
島
ま
で
、
約
四
〇
〇
浬
に
及
ぶ
長

大
な
「
溝
」
だ
。

　

七
月
一
〇
日
午
後
、
そ
の
「
溝
」
を
、
一
群
の
艦
船
が
一

八
ノ
ッ
ト
の
艦
隊
速
力
で
、
東
南
東
に
進
撃
し
て
い
た
。
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三
本
煙え

ん

突と
つ

の
軽
巡じ

ゅ
ん

洋よ
う

艦か
ん

二
隻
が
先
頭
に
立
っ
て
横お

う

陣じ
ん

を

作
り
、
そ
の
左
右
に
駆く

逐ち
く

艦か
ん

二
隻
ず
つ
が
傘か

さ

型が
た

に
展
開
す
る
。

　

軽
巡
と
駆
逐
艦
の
後
方
に
は
、
城

じ
ょ
う

郭か
く

の
よ
う
な
ヴ
ォ
リ

ュ
ー
ム
の
あ
る
艦か

ん

橋き
ょ
う

を
持
つ
重
巡
洋
艦
一
隻
、
や
や
小
ぶ

り
な
重
巡
四
隻
が
単た

ん

縦じ
ゅ
う

陣じ
ん

を
形
成
し
て
い
る
。

　

三み

川か
わ

軍ぐ
ん

一い
ち

中
将
が
率
い
る
第
八
艦
隊
だ
。

　

先
頭
の
軽
巡
洋
艦
二
隻
は
、
第
一
八
戦
隊
の
「
天て

ん

龍り
ゅ
う
」

と
内
地
か
ら
増
派
さ
れ
た
「
由ゆ

良ら

」。

　

左
右
に
展
開
す
る
の
は
、
第
二
四
駆
逐
隊
の
白し

ら

露つ
ゆ

型
駆
逐

艦
「
海う

み

風か
ぜ

」「
山や

ま

風か
ぜ

」「
江か

わ

風か
ぜ

」「
涼す

ず

風か
ぜ

」。

　

重
巡
は
、
第
八
艦
隊
旗き

艦か
ん

「
鳥

ち
ょ
う

海か
い

」
と
第
六
戦
隊
の

「
青あ

お

葉ば

」「
加か

古こ

」「
古ふ

る

鷹た
か

」「
衣き

ぬ

笠が
さ

」
だ
。

「
鳥
海
」「
加
古
」「
衣
笠
」
は
、
去
る
六
月
三
〇
日
の
ニ
ュ

ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
沖
海
戦
で
被
弾
し
た
が
、
損
傷
箇
所
は
上
甲

板
や
居
住
区
の
一
部
に
留
ま
っ
て
お
り
、
戦
闘
・
航
行
に
支

障
は
な
い
。

　

各
艦
の
乗
員
は
、
こ
の
一
〇
日
前
、
米べ

い

豪ご
う

艦
隊
を
相
手
に

大
勝
利
を
収
め
て
い
る
だ
け
に
、
皆
意い

気き

軒け
ん

昂こ
う

だ
っ
た
。

「
右
前
方
に
島
影
」

　

一
三
時
四
三
分
（
現
地
時
間
一
五
時
四
三
分
）、
艦
橋
ト
ッ

プ
の
射
撃
指
揮
所
か
ら
報
告
が
上
げ
ら
れ
た
。

「
ラ
ッ
セ
ル
諸
島
で
す
」

　

航
海
参
謀
の
篠し

の

原は
ら

多た

摩ま

夫お

中
佐
が
言
っ
た
。

　

ラ
ッ
セ
ル
諸
島
は
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
北
西
に
位
置
す

る
島
々
だ
。

　

目
的
地
の
ル
ン
ガ

―
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
北
岸
に
あ
る

岬み
さ
きま
で
は
、
約
五
〇
浬
の
距
離
が
あ
る
。

「
針
路
を
も
う
少
し
北
寄
り
に
取
ろ
う
」

　

三
川
軍
一
司
令
長
官
は
命
じ
た
。

　

ラ
ッ
セ
ル
諸
島
に
は
、
敵
基
地
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
が
、
洋
上
監
視
所
が
置
か
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

敵
に
視
認
さ
れ
る
危
険
は
、
で
き
る
限
り
避
け
た
い
。

「
各
艦
に
信
号
。
艦
隊
針
路
九
五
度
」

「
航
海
、
取と

り

舵か
じ

一
五
度
」

　

参
謀
長
大お

お

西に
し

新し
ん

蔵ぞ
う

少
将
が
指
示
し
、「
鳥
海
」
艦
長
早は

や

川か
わ

幹み
き

夫お

大
佐
が
航
海
長
茂も

て

木ぎ

史し

郎ろ
う

少
佐
に
命
じ
た
。
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「
取
舵
一
五
度
。
針
路
九
五
度
」

　

茂
木
が
、
操そ

う

舵だ

室
に
命
じ
る
。

　

前
方
に
展
開
す
る
軽
巡
二
隻
、
駆
逐
艦
四
隻
が
順
次
左
に

艦
首
を
振
り
、「
鳥
海
」
以
下
の
重
巡
五
隻
も
続
く
。

「
こ
こ
ま
で
は
無
事
に
済
ん
だ
が
、
こ
の
先
は
ど
う
か

な
？
」

「
気
象
班
は
、
日
没
は
一
六
時
一
三
分
（
現
地
時
間
一
八
時

一
三
分
）
と
報
告
し
て
お
り
ま
す
。
日
没
ま
で
は
二
時
間
半

で
す
が
、
敵
飛
行
場
か
ら
の
距
離
を
考
え
ま
す
と
、
空
襲
の

可
能
性
は
あ
り
ま
す
」

　

三
川
の
問
い
に
、
航
空
参
謀
の
国く

に

崎さ
き

光み
つ

弘ひ
ろ

少
佐
が
答
え
た
。

「
米
軍
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
に
上
陸
」
の
第
一
報
が
第
八
艦
隊

司
令
部
に
入
っ
た
の
は
、
七
月
六
日
の
午
後
だ
。

　

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
は
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
南
部
に
位
置
し
て

お
り
、
日
本
軍
も
Ｆ
Ｓ
作
戦
―
米
豪
分
断
作
戦
の
一い

っ

環か
ん

と

し
て
、
進
出
を
予
定
し
て
い
た
。

　

ム
ン
ダ
に
建
設
中
の
飛
行
場
が
完
成
し
た
ら
、
直
ち
に
上

陸
部
隊
を
送
っ
て
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
を
占
領
す
る
つ
も
り
だ
っ

た
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
米
軍
は
日
本
軍
の
動
き
を
読
ん
で
い
た
か
の

よ
う
に
、
い
ち
早
く
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
を
押
さ
え
に
か
か
っ
た
。

　

偵
察
機
が
持
ち
帰
っ
た
写
真
は
、
同
島
北
岸
の
ル
ン
ガ
に

群
が
る
多
数
の
輸
送
船
や
陸り

く

揚あ

げ
さ
れ
た
地
上
部
隊
の
他
、

土
木
用
の
機
材
を
も
捉
え
て
い
た
。

　

米
軍
は
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
に
上
陸
し
た
そ
の
日
の
う
ち
に
、

飛
行
場
の
建
設
に
と
り
か
か
っ
た
の
だ
。

「
敵
の
基
地
航
空
隊
が
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
に
進
出
し
て
来
た
ら
、

厄や
っ

介か
い

で
す
。
飛
行
場
が
完
成
す
る
前
に
叩
く
べ
き
で
す
」

　

首
席
参
謀
神か

み

重し
げ

徳の
り

大
佐
が
真
っ
先
に
意
見
を
具ぐ

申し
ん

し
、
他

の
参
謀
も
同
調
し
た
。

　

三
川
は
そ
れ
ら
の
意
見
を
容い

れ
、
ラ
バ
ウ
ル
に
駐
留
し
て

い
た
第
二
五
航
空
戦
隊
に
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
攻
撃
を
命
じ
た
。

　

同
部
隊
は
、
元
々
塚つ

か

原は
ら

二に

四し

三ぞ
う

中
将
の
第
一
一
航
空
艦
隊

に
所
属
し
て
い
た
が
、
現
在
は
第
八
艦
隊
の
指
揮
下
に
入
っ

て
い
る
。

　

翌
七
月
七
日
、
二
五
航
戦
の
一
式
陸
攻
三
〇
機
が
ガ
ダ
ル
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カ
ナ
ル
に
建
設
中
の
敵
飛
行
場
を
攻
撃
し
た
が
、
敵
戦
闘
機

の
迎
撃
を
受
け
、
一
〇
機
を
失
っ
て
敗
退
し
た
。

　

二
五
航
戦
は
、「
敵
飛
行
場
は
建
設
が
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
あ
り
、
戦
闘
機
は
ま
だ
進
出
し
て
い
な
い
」
と
判
断
し
、

攻
撃
隊
を
陸
攻
の
み
で
編
成
し
た
が
、
米
軍
は
ま
だ
飛
行
場

と
も
呼
べ
な
い
平
地
に
戦
闘
機
を
送
り
込
み
、
運
用
を
始
め

て
い
た
の
だ
。

　

翌
七
月
八
日
、
米
軍
は
あ
た
か
も
七
月
七
日
の
報
復
を
す

る
か
の
よ
う
に
、
ム
ン
ダ
の
水
上
機
基
地
を
攻
撃
し
た
。

　

同
地
の
第
一
六
航
空
隊
は
、
麾き

下か

の
零
式
水
偵
と
零
観
の

半
数
に
当
た
る
一
二
機
を
泊
地
で
破
壊
さ
れ
、
迎
撃
に
当
た

っ
た
零
観
六
機
中
三
機
を
撃
墜
さ
れ
た
。

　

残
存
機
は
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
島
の
水
上
機
基
地
に
後
退
し

た
も
の
の
、
ム
ン
ダ
の
水
上
機
基
地
は
壊か

い

滅め
つ

し
、
飛
行
場
の

建
設
も
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

「
航
空
攻
撃
が
駄
目
な
ら
艦
砲
で
す
。
八
艦
隊
の
主
力
を
ル

ン
ガ
に
突
入
さ
せ
、
重
巡
の
主
砲
で
敵
飛
行
場
を
叩
き
ま
し

ょ
う
」

　

神
首
席
参
謀
は
強つ

よ

気き

の
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
三
川
に
も
否い

な

や

は
な
か
っ
た
。

　

七
月
八
日
午
後
、
ラ
バ
ウ
ル
よ
り
出
港
し
た
第
八
艦
隊
主

力
は
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
沿
っ
て
南
下
し
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル

の
敵
飛
行
場
か
ら
五
〇
浬
の
海
域
に
到
達
し
た
の
だ
。

（
我
々
は
、
米
軍
を
甘
く
見
過
ぎ
た
）

　

三
川
に
は
、
そ
の
後
悔
が
あ
る
。

　

サ
ン
タ
イ
サ
ベ
ル
沖
海
戦
、
ニ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
沖
海
戦

と
連
勝
し
た
こ
と
で
、
日
本
軍
は
既
に
ソ
ロ
モ
ン
の
制
空
権
、

制
海
権
を
奪
取
し
た
と
思
っ
て
い
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
島
ム
ン
ダ
の
飛
行
場
は
ま
だ
建
設
途

上
だ
が
、
水
上
機
部
隊
は
既
に
進
出
し
て
お
り
、
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
南
端
の
サ
ン
ク
リ
ス
ト
バ
ル
島
付
近
ま
で
、
監
視
の
目

を
張
り
巡
ら
し
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
で
、
米
軍
が
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
上
陸
を
企く

わ
だて
る

と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

　

だ
が
、
米
軍
は
や
っ
て
来
た
。

　

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
飛
行
場
を
建
設
し
始
め
た
ば
か
り
で



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




